
令和３年度「ちばっ子の学び変革」推進事業（検証協力校）研究状況報告書 

八街市立八街中央中学校 

 

１．学校紹介 

 ・本校は八街市の中央に位置し、学区はＪＲ総武本線の南側に沿って東西に広がる。 

 ・生徒数４６７名、学級数１８学級（うち特別支援５学級）の中規模校である。 

 ・生徒指導困難な時期を抜け、現在生徒は穏やかで落ち着いた生活を送っている。 

 ・家庭環境に恵まれない生徒も多く、長欠生徒は依然として多い。 

 ・様々な学力検査において国・県の平均との差は大きく、学力向上が大きな課題である。 

 ・平成２７～２９年度に市の指定を受け「アクティブラーニング」の研究を推進した。 
 
２．研究主題  

 自分の考えや思いを主体的に表現し、協働的に学習できる生徒の育成  
（数学科努力点）基礎・基本の定着を図り、自分の考えを説明できる生徒の育成  

 
３．研究の概要 

（１）生徒の実態と課題 

  ①平成３１年度（令和元年度）「全国学力・学習状況調査」分析 

・平均を下回り、問題形式では特に「記述式の問題」について課題が大きく、無解答の割合も

高い。 

・「関数」や「資料の活用」の記述問題を個別に確認すると、基礎的な知識が定着して

いないことから無解答になっていると考えられる。 

・「図形」では条件が変わることに対する経験が乏しいことが原因として考えられる。 

 

  ②令和２年度「全国学力・学習状況調査」分析 

・学校の平均正答率は昨年度より低下し，「記述式の問題」についても正答率の低下が

見られ，無解答の割合も高い。 

・「関数」の領域での改善が見られるが，「図形」の領域では正答率が低下した。 

・無解答については「問題文の理解力不足」が大きな要因と考えられる。 

・「図形」では条件が変わる問題に対しての課題が改善されていない。 

 

  ③令和３年度「全国学力・学習状況調査」分析 

・全体の正答率は昨年度より上昇しているが，依然として千葉県・全国の平均を下回っ

ている。 

・「関数」では改善が見られ，千葉県平均を上回っている。 

・「記述式の問題」の正答率は平均を下回っていて，また無解答率も高い傾向にある。 

・無解答率と同様にその他の解答率も高いため，「問題文の理解力不足」が改善されてい

ない。 

 



（２）学力向上のための取り組みについて 

  ①授業実践 

  Ⅰ 第１学年「文字と式」（学び合いコース）【指導案：別添資料１】 

   概要：立方体を作る棒の数の求め方について、クロムブックを活用して説明する。 

   工夫：クロムブックのスライド機能を使用し、図に色をつけながら文字を使った式

について考えた。また、発表の際にはテレビに図を写しながら説明すること

で、視覚的にわかりやすくなるよう工夫した。 

   成果：文字を使った式について説明する方法として、図を用いながら説明すること

ができた。 

 

  Ⅱ 第３学年「平方根」（学び合いコース）【指導案：別添資料２】 

   概要：平方根の利用でＡ４用紙の縦横比がどうなるか具体物を用いて説明する。 

   工夫：１：√２になることの見通しを持たせた上で、実際の紙を用いて折ることや

補助線を引くよう助言しながら説明できるように工夫した。 

   成果：身近なものについて平方根の性質を具体物の操作をしながら説明することが

できた。 

   

※ 第２学年は「確率」の単元で実施予定。 

  

 ②記述式問題の対策 

   概要：分析から記述式の問題について、無解答率が高いということから定期テスト

や単元テストにおいて積極的に扱った。 

   成果：定期テストや単元テストの各テストで毎回記述式問題を出題することで、抵

抗感がなくなり、何かしらを記述しようとする様子が見られ、解答率も上昇

傾向にある。一方で、解答の方法にはまだ課題があり、正答率の上昇はあま

り見られなかった。 

   

＜第１学年＞ 

   正負の数の単元テストで正負の数の演算をした答えがどのような数になるか理由を

答える問題を出題した。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 



＜第２学年＞ 

   一次関数の利用の問題で、全国学力・学習状況調査の類似問題を出題した。電話使 

用料金について、２つの数量の大小比較について条件を記述する問題を出題した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＜第３学年＞ 

   平方根の単元テストで、根号を含む数の大小について近似値を用いて説明する問題

を出題した。   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  ③振り返りシートの活用 【ワークシート：別添資料３】 

   概要：年度初めに授業の受け方として、数学に関する行動目標を立てる。各単元終

了時を目安に目標に対する振り返りを行い、改めて目標を立て学習の方法に

ついて改善していく。 

   成果：授業の取り組みとして、まとめを自分の言葉で書こうとする意識や、ワーク

演習の取り組み方の意識の向上は見られた。一方で、繰り返し行うことで新

鮮味がなくなり、ＰＤＣＡサイクルを意識した行動目標の改善は見られなく

なり、目標や評価が適当になってしまう生徒もいた。 

 

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用 

①少人数コース別授業の展開 

   第３学年では１Ｃ２Ｔ、第２学年では２Ｃ３Ｔの少人数コース別授業を行っている。 



それぞれ「学び合いコース」と「じっくりコース」の２コースを設置している。  
   ・学び合いコース：生徒の「学び合い」を中心に学習を進めるコース。 

   ・じっくりコース：数学の苦手な生徒を対象に、学習内容を理解・習熟するため  
に、復習や繰り返し学習を多く取り入れたコース。  

  ②１学年のＴ２による学習支援  
   第１学年では、全クラスの授業でＴ２の教員が数学の苦手な生徒に対して学習支援

を行っている。基本的には、机間巡視をしながらつまずきの見られる生徒に対して

声かけをしている。また、小テストの採点等も行う。  
  ③学習サポーターの役割  

主として、第２・３学年の「じっくりコース」の授業での学習支援。 
（つまずいた生徒への個別支援、まるつけ、小テストの採点・記録など）  

 
４．成果  
（１）授業改善 

 ・テストで記述問題を出題する習慣から、日頃の授業の中で記述させる場面や説明させ

る場面を設定しようとする意識につながった。生徒対教師で対話をすることより、生

徒同士で説明し合うことの方が前向きに取り組むことができていた。 
 ・ＩＣＴ機器の導入に伴って、毎時間とはいかなくとも図示するためにデジタル教科書

を利用することや、図に直接書き込むためにクロムブックを活用するなど、より理解

を深めるための工夫を考えることができた。  
・授業内では例題に類似した問題についての記述には意欲的に取り組む生徒が増えてき  

た。また、無解答にせずなんとか自力で解こうとする姿が多く見られた。  
 

（２）少人数コース別授業・学習サポーターの活用 

 ・「学び合いコース」においては、基礎・基本の指導や習熟の時間を少なくすることが

でき、発展的な問題を積極的に扱うことができた。 

 ・「じっくりコース」においては、生徒の理解・習熟に応じて柔軟に進度や内容を調整

したり、正負の計算や分数など、生徒のつまずきの実態に応じて復習を取り入れたり

することで、「数学嫌い」や「諦め」の気持ちが生じるのを抑えることができた。 

 ・また、学習サポーターが支援に入ることで、理解度やつまずき場面に差がある生徒に

素早く柔軟に対応することができ、生徒の理解や習熟を高めるとともに、生徒の意欲

を継続させることができた。 

 

５．課題 

 ・記述式問題への対策としてより多くの問題を扱うことに重点を置いてきたが、説明の

方法や、説明の流れなど解答する上で必要な基本的な知識の習得について丁寧に指導

する必要があることが分かった。  
 ・振り返りシートの活用は紙媒体で行ってきたが、変容が分かりやすく見られなかった

ことや意識向上にうまくつながらなかったことなど課題が見られた。クロムブックを

活用し、生徒自身も個々の課題が把握しやすくなる改善方法を見つけていきたい。 


